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教育記録システムについて 



教育記録システム 

n 広島大学大学院生物圏科学研究科 
p H20年度大学院GP　 
p 対象 
　　M：約70名 
　　D：約30名 
　　教員：約80名 
p 第1回ePF国際セミナー 
　　古澤修一 
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開発 
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プロトタ
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教育記録システム 



開発時の体制 

○ー○  

○ー○  

○ー○  

Subject Matter Expert

システムアドバイザ

⽀支援担当者 開発ベンダ



開発時の課題 

n 職員が素人だった！ 
p 大学の素人 
　　広島大学のルール 
　　補助金のルール 
p ICTの素人 
　　IT知識 
　　広島大学のネットワーク 
 
 
 



開発時の課題 

n 仕様が確定してなかった！ 
 
n ベンダがスキルがなかった！ 
 



運用時の業務 

n システム開発対応 
n 「お知らせ」等の通知 
n 問い合わせ対応 
n FAQページ作成 
n マニュアル作成 
　　M用，D用，教員用，英語版 
　　管理者用 



運用開始時の課題 

n 教員が使わなかったら，学生は使わない 
 
n 対面でできることをePFでする必要がな
い 
 
　 



運用時の課題 

n ePFへの理解不足 
➜ できることだけ説明しても・・・ 
➜ 今おこなっている教育との関連性 
➜ それぞれの指導に合ったデザイン 

n 学生：記録するのが負担 
n 教員：フィードバックするのが負担　 
　　　負担にならない工夫とは・・・ 
 



ePF活用について 



教育記録システム 



研究活動状況 

○月○日までに先行研究について，調べ
たことをePFにUP 
 

u （対面）よく調べられているか，学生の
研究に足りない部分はないか 
 
u 再度UP 



研究活動状況 

フェーズごとに報告 
 
実験期間ごとにデータまとめ 
 
u 区切りごとに対面での指導 



学会発表 

論文やスライドorポスターのチェック 
メールで行なっていたもの 
 
u ePFへ移行 
 
u 指導は対面で 
　 



継続の工夫 

u スモールステップごとの記録 
　　集積されることで，まとまったePF 
 
u 記録する時間としない時間を意識させる 
 



TOEIC 

CLOSEDでは動機づけが難しい　 
 

u  OPENに！ 
u  グループコミュニティ 
　 
　 



何ができるかではなく 
何をするか 
使わない人ほど，システムのせいにする！　 

u  システムは電子レンジみたいなもの 

u  足場づくり 

u  おいしい料理を作るために工夫するの
は使う人間！ 

 
 
 

　 
　 



今後の展開 

u Maharaへ移行　 
 

u  リーディングプログラム 
 
　 
　 


